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三
月
一
日
か
ら
一
週
間
、
全

国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防

思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
る
な

ど
を
目
的
に
、
毎
年
実
施
さ
れ

る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
全
国
統
一
防
火
標

語
は
『
消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報

O
N
の
ま
ま
』
　
で
す
。
火
災
予

防
運
動
期
間
中
に
は
、
全
国
各

地
で
防
火
に
関
す
る
様
々
な
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。

岐
阜
市
消
防
本
部
で
は
、
岐

阜
市
消
防
協
会
、
岐
阜
市
危
険

物
安
全
協
会
、
岐
阜
市
防
火
協
会

の
協
力
を
得
て
、
火
災
予
防
啓
発

ポ
ス
タ
ー
を
約
七
千
枚
作
成
し
、

市
内
の
関
係
機
関
、
主
要
事
業
所

な
ど
に
配
布
し
て
火
災
予
防
を

呼
び
掛
け
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
六
月
一
日
か

ら
す
べ
て
の
住
宅
に
義
務
化
と

な
っ
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
岐
阜
市
に
お
け
る
設
置
率

は
、
昨
年
十
一
月
時
点
で
八
十
．

六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

未
設
置
の
お
宅
は
す
み
や
か

に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
機
会
に
是
非
、

あ
な
た
の
大
切
な
家
族
・
財
産
を

守
る
た
め
、
ご
家
庭
で
も
火
災
予

防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

平
成
二
十
五
年
に
岐
阜
市
内
で
発

生
し
た
火
災
の
総
件
数
は
百
八
十
一

件
で
、
前
年
の
百
六
十
七
件
と
比
べ
る

と
十
四
件
増
加
し
ま
し
た
。

出
火
原
因
は
「
た
ば
こ
」
が
三
十
二

件
で
最
も
多
く
、
「
た
き
火
」
が
三
十

件
、
「
放
火
・
放
火
の
疑
い
」
　
二
十
九

件
、
「
こ
ん
ろ
」
が
二
十
一
件
の
順
と

な
り
ま
し
た
。

火
災
に
よ
る
死
者
は
、
前
年
の
八
人

よ
り
四
人
減
少
し
、
四
人
で
し
た
。

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
（
放
火
自
殺

者
を
除
く
）
は
二
人
で
、
二
人
と
も
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
し
た
。

火
災
に
よ
る
負
傷
者
は
、
二
十
人
で

前
年
と
比
べ
て
四
人
減
少
し
ま
し
た
。

火
災
件
数
の
内
訳
は
、
建
物
火
災

が
、
八
十
八
件
と
最
も
多
く
発
生
し
ま

し
た
。
ま
た
、
林
野
火
災
は
五
件
で
、

二
年
十
一
ケ
月
ぶ
り
に
発
生
し
ま
し

た。
火
災
に
よ
る
損
害
額
は
、
約
四
千
七

百
万
円
で
、
一
日
あ
た
り
約
十
三
万
円

の
財
産
が
焼
失
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す。

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。
大
切
な
家
族
や

財
産
を
守
る
た
め
に
も
、
火
災
を
無

く
し
て
安
心
・
安
全
な
街
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

・
三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
対
策
・

三
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

四
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る。
○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。
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11／10　岩地域防災訓練

1／5消防出初式

住警器くん

地
区
の
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
か
ら

「
岩
地
域
防
災
訓
練
の
活
動
」

岩
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

会
長
丹
羽
直
美

私
た
ち
岩
地
域
は
、
平
成
二
十
五
年

十
一
月
十
日
、
岩
小
学
校
体
育
館
に
て
、

消
防
団
、
水
防
団
、
各
自
治
会
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
と
大
規
模
な
防
災
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

訓
練
当
日
は
雨
が
降
る
中
、
各
自
治

会
の
方
が
朝
早
く
か
ら
訓
練
に
参
加

し
、
私
達
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
は
、
自

治
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
非
常

食
の
炊
き
出
し
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

最
近
の
非
常
食
は
、
ひ
じ
き
、
五
目
、

き
の
こ
と
炊
き
込
み
ご
飯
の
味
も
豊

富
で
し
た
。

作
り
方
も
簡
単
で
、
入
っ
て
い
た
ダ

ン
ボ
ー
ル
箱
が
容
器
の
代
わ
り
に
な

り
、
袋
に
お
米
と
具
の
素
を
混
ぜ
て
入

れ
、
お
湯
を
注
い
で
二
十
分
程
待
て
ば
、

ほ
か
ほ
か
の
炊
き
込
み
ご
飯
が
出
来

上
が
り
ま
す
。
大
変
お
い
し
く
頂
き
ま

した。そ
の
他
の
訓
練
で
は
、
日
赤
奉
仕
団

に
よ
る
三
角
巾
を
利
用
し
た
応
急
処

置
訓
練
、
避
難
所
設
置
時
の
簡
易
ト
イ

レ
の
組
み
立
て
、
居
室
空
間
と
間
仕
切

り
の
組
み
立
て
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

こ
の
様
な
訓
練
を
経
験
す
る
事
に

よ
っ
て
、
今
後
も
各
組
織
と
連
携
し
な

が
ら
、
豊
か
で
穏
や
か
な
地
域
づ
く
り

が
出
来
る
様
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
努
め
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
年
の
活
動
を
振
り
返
り
」

三
輪
北
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

会
長
箕
輪
ゆ
か
り

私
た
ち
の
三
輪
北
地
域
は
、
岐
阜
市

の
北
部
に
位
置
し
、
人
口
二
千
七
百
七

十
五
人
、
世
帯
数
九
百
五
十
八
世
帯
で

岐
阜
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
と
山
林

が
多
く
自
然
豊
か
な
場
所
に
位
置
し

ま
す
。私
た
ち
三
輪
北
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

は
、
ク
ラ
ブ
員
十
九
名
で
構
成
さ
れ
、

自
治
会
、
連
合
会
、
消
防
団
、
水
防
団
、

日
赤
奉
仕
団
等
の
各
種
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
「
ク
ラ
ブ
員
が
自
ら
学

び
、
参
加
し
知
識
を
得
る
場
を
作
る
」

を
目
標
と
し
、
各
種
団
体
の
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
交
流
を
持
つ
機
会
を

作
る
よ
う
、
年
間
の
活
動
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
員
全
員
で
参
加
活
動
し
た

「
三
輪
北
地
域
防
災
訓
練
」
で
は
、
訓

練
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
で
全
員
が
参

加
し
役
割
を
得
る
こ
と
で
、
訓
練
当
日

は
、
応
急
担
架
の
作
り
方
や
、
A
E
D

の
操
作
方
法
等
、
有
意
義
な
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
三
輪
分
団
が
、
可
児
市
で
開

催
さ
れ
た
「
第
六
十
二
回
岐
阜
県
消
防

操
法
大
会
」
に
岐
阜
市
代
表
で
出
場
さ

れ
、
夜
間
訓
練
へ
の
激
励
や
、
大
会
へ

も
ク
ラ
ブ
員
全
員
で
参
加
し
ま
し
た
。

日
々
の
訓
練
を
拝
見
し
、
消
防
団
の
方

々
の
士
気
の
高
さ
や
技
術
技
能
の
優

秀
さ
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
こ
の
三

輪
地
域
の
安
心
安
全
は
大
丈
夫
だ
と

印
象
深
く
心
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
三
輪
北
歴
史
健
幸
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
非
常
食
の
炊
き
出

し
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
日
赤
奉
仕

団
の
方
々
の
ご
指
導
に
よ
り
、
自
治
会
、

連
合
会
と
協
力
し
、
参
加
者
百
七
十
五

名
の
方
々
に
配
布
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
員
の
中
に
は
、
非
常

食
の
炊
き
出
し
の
経
験
が
始
め
て
の

方
も
多
数
お
り
、
本
当
に
貴
重
な
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
を
支
え
て
い
る
各
種

団
体
と
の
連
携
を
含
め
て
、
そ
の
活
動

を
理
解
し
、
学
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
り

当
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
経
験
者
が
、
地
域

へ
貢
献
で
き
る
よ
う
に
ク
ラ
ブ
活
動

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


